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能
登
立
国
１
３
０
０
年

「
長
谷
川
等
伯
展

　
　
　

～
等
伯
の
挑
戦
と
継
承
せ
し
者
た
ち
～
」

4
月
28
日(

土)

～
5
月
27
日(

日)

［
会
期
中
無
休
］

　

能
登
は
今
年
、
立
国
１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
石

川
県
と
い
う
と
「
加
賀
百
万
石
」
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ

以
前
に
は
長
き
に
わ
た
る
能
登
の
繁
栄
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
の
中
で
も
、
特
に
輝
き
を
放
っ
た
の
が
室
町
時

代
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
室
町
時
代
末
期
に
七
尾
に
誕
生

し
た
の
が
、
他
で
も
な
い
「
長
谷
川
等
伯
」
な
の
で
す
。

　

長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）は
、
能
登
の
守

護
・
畠
山
氏
の
家
臣
・
奥
村
家
に
生
ま
れ
、
後
に
染
物
屋

を
営
み
絵
師
で
も
あ
っ
た
長
谷
川
宗
清
の
養
子
と
な
り
、

20
歳
代
に
は
す
で
に
信
春
の
名
で
絵
仏
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
現
存
作
品
や
史
料
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く

10
歳
代
か
ら
京
都
を
往
来
し
、
30
歳
代
中
頃
に
正
式
に
京

都
へ
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

京
都
で
は
一
時
期
狩
野
派
に
学
び
ま
す
が
、
法
華
宗
の

芸
術
家
一
門
や
堺
の
豪
商
や
茶
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
後

ろ
盾
と
し
、
メ
キ
メ
キ
と
頭
角
を
現
す
と
、
当
時
一
級
の

文
化
人
た
ち
に
認
め
ら
れ
、
一
派
を
成
し
て
豊
臣
秀
吉
な

ど
の
御
用
を
務
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
長
谷
川
等
伯
展
」
シ
リ
ー
ズ
23
回
目
と
な
る
本

年
は
、常
に
挑
み
続
け
た
等
伯
や
弟
子
た
ち
の
作
品
を
、《
等

伯
の
挑
戦
…
仏
画
と
鑑
賞
画
》《
等
伯
の
挑
戦
…
巧
み
な
水

墨
の
技
へ
》《
等
伯
を
継
承
せ
し
者
た
ち
》
の
３
つ
の
テ
ー

マ
で
紹
介
し
ま
す
。
当
館
初
公
開
作
品
や
「
複
製
松
林
図

屏
風
」
を
含
む
27
点
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
等
伯
の
挑
戦
…
仏
画
と
鑑
賞
画
■

　

20
歳
代
前
半
頃
の
等
伯
作
品
は
、
染
物
屋
で
絵
師
で
も

あ
っ
た
養
父
・
長
谷
川
宗
清
の
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
宗
清
の
時
代
は
京
都
か
ら
多
く
の
文
人
が
七
尾

を
訪
れ
、
歌
会
や
茶
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
畠
山
文
化
が

花
開
き
隆
盛
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
50
歳
代
の
等
伯
が

語
っ
た
こ
と
を
、
京
都
・
本
法
寺
の
日
通
上
人
が
記
述
し

た
『
等
伯
画
説
』
に
は
、
畠
山
氏
の
屋
敷
や
能
登
の
總
持

寺
に
存
在
し
た
、
日
本
や
中
国
の
絵
画
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
り
、
若
き
等
伯
は
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
も
学
び
、
腕

を
磨
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
の
当
館
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
は
、
高
岡

市
大
法
寺
の
栗
原
啓
允
御
住
職
に
よ
り
、
等
伯
が
京
都
で

頼
っ
た
本
法
寺
の
塔
頭
で
、
等
伯
が
住
ま
い
を
置
い
た
宿

坊
・
教
行
院
の
信
徒
に
、
刀
剣
御
用
の
本
阿
弥
家
、
蒔
絵

御
用
の
五
十
嵐
家
、
彫
金
御
用
の
後
藤
家
、
俵
屋
を
屋
号

と
し
て
唐
織
・
絵
屋
を
家
職
と
し
た
喜
多
川
・
蓮
池
家
な

ど
、
錚
々
た
る
芸
術
家
一
門
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、
若
き
信
春
時
代
の
強
固
な
人
脈
と
、
京
都
に

お
け
る
修
行
の
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
信
春
時
代
の
仏
画
と
鑑
賞
画
を
中

心
に
、
宗
清
な
ど
の
作
品
も
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

石
川
県
指
定
有
形
文
化
財

「
十
二
天
図
」
３
面
内
１
面（
画
像
は
部
分
）

　

長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆　

羽
咋
市
・
正
覚
院
蔵

　

十
二
天
は
八
方
天
に
上
下
の
天
、日
月
の
天
を
加
え
た
、

密
教
に
お
け
る
護
法
神
。
本
図
は
本
来
12
の
掛
軸
で
し
た

が
、
保
存
上
現
在
は
４
図
ず
つ
３
面
の
額
装
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
図
は
そ
の
内
「
羅
刹
天
」
で
、
26
歳
の
制
作
で

す
が
体
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
か
れ
、
丁
寧
に
彩
色
さ
れ
て

い
ま
す
。
鮮
や
か
な
朱
色
の
使
い
方
は
絶
妙
で
、
信
春
時

代
の
仏
画
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
た
作
品
で
す
。

「
恵
比
須
大
黒
・
花
鳥
図
」
３
幅（
画
像
は
部
分
）

　

長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆　

京
都
国
立
博
物
館
蔵

　

お
酒
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
の
か
、
恵
比
須
が
大
黒
の

髭
を
掴
ん
だ
姿
を
描
く
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
１
幅（
表

紙
）を
中
央
に
、
右
側
に
花
虫
、
左
側
に
花
鳥
を
描
い
た

作
品
で
す
。
本
図
は
右
の
図
で
、
芍
薬
と
舞
う
２
匹
の
胡

蝶
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
芍
薬
の
茎
に
は

蟻
が
い
っ
ぱ
い
！
中
国
の
草
虫
画
な
ど
の
影
響
も
見
ら

れ
、と
に
か
く
緻
密
で
す
。
さ
て
、蟻
は
何
匹
い
る
で
し
ょ

う
か
？

平
成
30
年
4
月
28
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　

６
月
24
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い



3 2018. 春

■
等
伯
の
挑
戦
…
巧
み
な
水
墨
の
技
へ
■

　

等
伯
は
器
用
な
画
家
で
、
着
色
の
仏
画
や
肖
像
画
、
花

鳥
画
や
金
碧
画
ま
で
色
々
な
作
品
を
描
き
ま
し
た
が
、
水

墨
画
に
お
い
て
本
格
的
な
大
作
を
手
掛
け
た
の
は
晩
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。晩
年
は
水
墨
画
に
美
の
境
地
を
求
め
、

牧
谿
や
玉
澗
、
梁
楷
ら
の
作
品
か
ら
優
れ
た
表
現
を
吸
収

し
、
墨
・
水
・
筆
を
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
し
、
数
々
の

名
作
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、巧
み
な
水
墨
の
技
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
市
指
定
有
形
文
化
財

「
豊
干
・
寒
山
拾
得
・
草
山
水
図
座
屏
」
２
基（
画
像
は
部
分
）

　

長
谷
川
等
伯
筆　

京
都
市
・
妙
心
寺
蔵

　

本
図
は
２
基
の
座
屏
の
両
面
に
描
か
れ
た
水
墨
画
。
１

基
の
表
は
虎
の
背
に
乗
る
豊
干
禅
師
が
前
方
に
向
か
っ
て

進
む
姿
で（
画
像
）、
裏
は
溌
墨
の
山
水
。
も
う
１
基
の
表

は
掃
除
中
の
ほ
う
き
を
放
り
出
し
、
手
を
叩
い
て
豊
干
を

迎
え
る
拾
得
と
、
経
巻
を
巻
き
な
が
ら
豊
干
の
方
を
振
り

返
る
寒
山
の
姿
で
、
裏
に
は
同
じ
く
溌
墨
の
山
水
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
脱
俗
し

た
豊
干
や
寒
山
拾
得
の

瓢
軽
な
表
情
は
、
な
ん

と
も
味
わ
い
が
あ
り
ま

す
。

※
前
期
展
示
…

　

４
月
28
日
～
５
月
13
日

　

豊
干
禅
師
と
山
水
。

※
後
期
展
示
…

　

５
月
14
日
～
27
日

　

寒
山
拾
得
と
山
水
。

国
指
定
重
要
文
化
財

「
禅
宗
祖
師
図
襖
」
16
面
内
８
面（
画
像
は
部
分
）

　

長
谷
川
等
伯
筆　

京
都
市
・
天
授
庵
蔵

　

禅
宗
の
祖
師
た
ち
を
描
い
た
場
面
で
、
右
端
で
鍬
を
担

ぐ
人
物
は
五
祖
弘
忍
、そ
の
左
で
杵
を
背
負
っ
た
人
物
は
、

そ
の
弟
子
・
六
祖
慧
能
で
す
。
向
か
い
合
う
よ
う
に
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
別
々
の
画
面
で
、
人
物
表
現
は

中
国
南
宋
の
宮
廷
画
家
・
梁
楷
の
作
風
に
学
ん
で
い
ま
す

が
、
勢
い
の
あ
る
樹
木
や
斧
で
割
っ
た
よ
う
な
岩
の
表
現

は
、
等
伯
晩
年
の
水
墨
画
の
特
徴
で
す
。

■
等
伯
を
継
承
せ
し
者
た
ち
■

「
藤
花
・
牧
牛
図
屏
風
」
６
曲
１
双（
画
像
は
左
隻
）

　

長
谷
川
宗
圜（
等
雪
）筆　

大
津
市
・
盛
安
寺
蔵

　

作
者
は
長
谷
川
派
の
絵
師
・
宗
圜
。
右
隻
に
は
華
や
か

な
藤
棚
と
池
、
左
隻
に
は
９
頭
の
牛
と
３
人
の
牧
童
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
金
箔
で
上
手
く
画
面
を
構
成
し
た
装
飾

的
な
作
品
で
、
琳
派
の
影
響
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。
等
伯
は

中
央
の
角
を
突
き
合
わ
せ
た
２
頭
の
牛
と
、
牛
の
綱
を

引
っ
張
る
牧
童
と
そ
っ
く
り
な
作
品
を
信
春
時
代
に
描
い

て
お
り（
そ
の
写
し
が
現
存
）、
き
っ
と
宗
圜
は
等
伯
の
作

品
を
参
考
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　

等
伯
展
関
連
催
し
♪

◆
特
別
講
演
会（
聴
講
無
料
）

　

日
時
：
４
月
29
日（
日
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
２
時
よ
り

　

講
師
：
守
安　

収 

氏(

岡
山
県
立
美
術
館
館
長)

　

演
題
：
「
雪
舟
か
ら
等
伯
へ
―
雪
舟
画
系
の
展
開
」

　

☆
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
絵
ハ
ガ
キ
を
１
枚

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

◆
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ（
参
加
無
料
）

　

日
時
：
会
期
中
随
時

　

対
象
：
小
中
学
生

　

会
期
中
、
小
中
学
生
対
象
の
ク
イ
ズ
を
開
催
し
ま
す
。

　

挑
戦
し
て
〝
等
伯
博
士
〟
に
な
ろ
う
！

　

☆
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
関
連
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

★
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

　

等
伯
が
火
伏
の
神
・
戦
勝
祈
願
の
神
を
描
い
た
当
館
所

蔵
の
「
愛
宕
権
現
図
」
が
、人
気
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
に
な
っ

て
初
登
場
！
ぜ
ひ
、
鎧
甲
を
身
に
着
け
、
馬
に
ま
た
が
っ

た
勇
ま
し
い
姿
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
観
覧
料
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「
第
74
回
現
代
美
術
展　

七
尾
展
」

6
月
1
日（
金
）
～
24
日（
日
）

　
「
現
代
美
術
展
」
は
、
主
に
日
本
芸
術
院
会
員
や
人
間

国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
、
石
川
県
内
在
住
の
作
家
や
美
術

愛
好
家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展
で
、
今
回
で
74
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

終
戦
２
日
後
の
昭
和
20
年
８
月
17
日
、
石
川
県
で
は
早

く
も
地
元
作
家
が
中
心
と
な
り
、
美
術
界
の
再
起
を
図
る

べ
く
、
美
術
展
の
開
催
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
同
年
10
月
13
日
、
石
川
県
美
術
館
の
開
館
記
念
展
を

兼
ね
て
「
第
１
回
現
代
美
術
展
」
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

す
。

　
「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
展
覧
会
は
、
予
想
を
上
回
る
観

覧
者
を
集
め
大
成
功
、
そ
の
後
も
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
６
部
門
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
規
模
は
公
募
展
と
し

て
県
下
最
大
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
所
属
会
派
を
超
え
て

出
品
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る
美
術
の
現
在

を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
29
日（
木
）か
ら
４
月
15
日（
日
）ま
で
の
18

日
間
に
わ
た
り
、
石
川
県
立
美
術
館（
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
）

と
金
沢
21
世
紀
美
術
館（
日
本
画
・
書
・
写
真
）の
２
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部
で
は
、
出
品
委

嘱
作
家（
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５
割
と
い

う
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
も
の

で
、
展
示
の
総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

当
館
で
は
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
６
月
に
「
現

代
美
術
展　

七
尾
展
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
24
回

目
を
数
え
ま
す
。

　

金
沢
展
の
後
、
県
内
の
４
会
場
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡

回
展
は
開
催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し

た
地
域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。
昨
年
７
月
に

98
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
輪
島
塗
の
重
鎮
で
文
化
功
労
者
の

三
谷
吾
一
氏
は
、
第
１
回
現
代
美
術
展
展
か
ら
唯
一
出
品

を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
作
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
七
尾
展
で

は
三
谷
氏
を
筆
頭
に
、
能
登
を
代
表
す
る
輪
島
塗
の
作
家

も
数
多
く
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
「
第
74
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の
中
か

ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地
区
在

住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、
委
嘱
賞
・
最
高
賞
・
次

賞
受
賞
作
品（
能
登
地
区
各
市
長
賞
と
能
登
地
区
ゆ
か
り

の
作
家
の
み
）、
能
登
地
区
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
し
、

約
２
５
０
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る

大
家
か
ら
、
身
近
な
作
家
の
作
品
ま
で
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

※
こ
こ
で
の
能
登
地
区
と
は
宝
達
志
水
町
以
北
を
指
し
ま
す
。

　

◇
観
覧
料

　

平
成
29
年
度
新
収
蔵
品
紹
介

①
日
本
画
「
孔
雀
・
雲
龍
図
衝
立
」　　
　
　

１
基

　
　
「
孔
雀
図
」
…
円
山
応
震 

作

　
　
「
雲
龍
図
」
…
横
山
華
山 

作

　
　

江
戸
時
代（
19
世
紀
）制
作

　
　

※
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

②
彫　

刻
「
波
に
千
鳥
・
老
松
図
衝
立
」　　

１
基

　
　

吉
田
一
雋 

作

　
　

昭
和
時
代（
20
世
紀
）制
作

　
　

※
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
※
①
・
②
池
田
輝
三
郎
氏
よ
り
寄
附
。

③
日
本
画
「
刻
々
と
、Toledo

」　　
　
　
　

１
面

　
　

士
農　

力 

作

　
　

平
成
27
年（
２
０
１
５
）制
作

　
　

改
組 

新 

第
２
回
日
展

　
　
※
③
士
農
　
力
氏
よ
り
寄
附
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

　

平
成
29
年
度
中
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
所
蔵
品
を
紹

介
し
ま
す
。
今
回
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
２
点

と
日
本
画
が
１
点
の
計
３
点
。
い
ず
れ
も
魅
力
た
っ
ぷ

り
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
作
品
を
ご
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
現
在
）

①「孔雀・雲龍図衝立」　 ②「波に千鳥・老松図衝立」
　　　　　　　( 部分 )　　　　　　　　　　　( 部分 )

昨年の展示会の様子

③「刻々と、Toledo」



入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

な
か
の
と
奏
友
会
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
テ
ュ
ー
バ
＆
金
管

　
　
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
２
０
１
８
春

　
　
　
　
　
　

４
月
22
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

金
管
楽
器
を
使
っ
た
２
種
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
３

部
構
成
の
演
奏
会
で
す
。
第
２
部
で
は
金
沢
市
を
中
心
に

活
動
さ
れ
て
い
る
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
団
体
を
ゲ

ス
ト
に
お
迎
え
し
ま
す
。皆
様
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主　

催　

な
か
の
と
奏
友
会

連
絡
先　

荒
川　

☎
０
９
０（
３
７
６
８
）５
６
０
８

　

ド
ル
チ
ェ
・
マ
マ
創
立
47
周
年

　
　
　

あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　

６
月
３
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

七
尾
初
の
女
声
合
唱
団
と
し
て
誕
生
し
、
47
年
目
に
し

て
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
手
作
り
の
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
団
員
一
同
励
ん
で
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

女
声
合
唱
団
ド
ル
チ
ェ
・
マ
マ
創
立
47
周
年

　
　
　
　

記
念
事
業
実
行
委
員
会

連
絡
先　

西
村
由
紀
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）２
７
３
０

　

鵬
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部　

　
　
　

第
２
回
定
期
演
奏
会

　
　
　
　
　

６
月
10
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

昨
年
に
続
き
今
年
も
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
部
員
一
同
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

主　

催　

鵬
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

連
絡
先　

浮
田　

☎
０
７
６
７（
53
）２
１
８
４

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
大
会

　
　

＆
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

　
　
　
　
　

６
月
24
日（
日
）　

開
演　

午
後
３
時

　

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
の
生
徒
が
参
加
す
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン

北
陸
代
表
選
出
会
と
同
時
に
、
生
徒
自
身
が
作
っ
た
曲
を

演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
一
生
懸
命
練
習

し
た
子
供
た
ち
の
演
奏
を
是
非
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）０
０
０
１

◇
◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
の
お
知
ら
せ
◆
◇

　

当
館
受
付
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は

毎
年
開
催
し
て
い
る
長
谷
川
等
伯
展
の
図
録
を
は
じ

め
、
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

等
伯
作
品
の
絵
は
が
き
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆

箋
は
お
手
頃
価
格
か
つ
実
用
的
で
す
の
で
お
土
産
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
松
林
図
屏
風
ミ
ニ
チ
ュ

ア
や
扇
子
を
ご
購
入
さ
れ
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

友
の
会
会
員
の
方
に
は
一
部
割
引
販
売
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
来
館
さ
れ
た
折
り
に
は
是
非
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
（
価
格
は
い
ず
れ
も
税
込
み
で
す
）。

 

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
＆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

当
館
で
は
、
演
奏
会
や
グ
ル
ー
プ
展
な
ど

の
幅
広
い
芸
術
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
貸
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
主
催
事
業
等
で
利

用
で
き
な
い
期
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
利
用
可
能
期
間
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

で
も
確
認
で
き
ま
す
】

松林図屏風ミニチュア　6,480円
（友の会会員価格　6,180円）
松林図屏風扇子　3,240円

（友の会会員価格　2,890円）

絵はがき　各100円
クリアファイル　各350円～ 540円
一筆箋　各300円

貸
館
催
し
物
案
内
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テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

《
長
谷
川
等
伯
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー
》

【
と
う
は
く
カ
レ
ー
】（
７
５
０
円
）

　

水
墨
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黒
カ

レ
ー
で
す
。

　

黒
糖
の
甘
さ
と
カ
レ
ー
の
ス
パ

イ
ス
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
、
不
思

議
で
魅
力
的
な
味
で
す
。

　
　
《
期
間
４
／
28
～
５
／
27
》

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

　

会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と

　

10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

　

現
在
49
名
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
無
理
な
く
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
お
客
様
が
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
目
配
り
し
て
い
た

だ
き
、
時
に
は
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
声
掛
け
な
ど
も
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

場　
　

所
：
七
尾
美
術
館
展
示
室
内

　

活
動
時
間
：
9
時
～
13
時
、
13
時
～
17
時　
（
半
日
交
替
）

  平成30年度 友の会 行事スケジュール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～みなさまのご参加をお待ちしております～

2018　４月 ４月１日（日） ◆「美術館だより93号（春号）」発行

４月27日（金） ◆「長谷川等伯展」開幕前日の開会式・
　　内見会 無料ご招待

７月 ７月１日（日） ◆「美術館だより94号（夏号）」発行

◆「第3弾！友の会オリジナルグッズ」
　　プレゼント

８月 ８月４日（土） ◆「北斎展～師とその弟子たち～」
　　開会式・鑑賞 無料ご招待

10月 10月１日（月） ◆「美術館だより95号（秋号）」発行

　10月未定 ◆「第19回友の会鑑賞の旅」開催
　長野県小布施　「北斎を巡る旅」北斎館、岩松院を鑑賞予定

11月 11月２日（金） ◆「2018イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　　開会式・鑑賞 無料ご招待

2019 １月 １月１日（火） ◆「美術館だより96号（冬号）」発行

　１月未定 ◆「美術講座」開催　日本画編「日本画を知る」

※行事・開催日程等は変更及び中止する場合がありますので、ご了承ください。
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★
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
度　

展
覧
会
情
報
★

①
企
画
展
「
ガ
ラ
ス
の
植
物
園
」

　

 

会
期 

４
月
21
日(

土) 

～ 

７
月
22
日(

日)

　

私
た
ち
は
身
近
な
植
物
に

季
節
を
感
じ
、
あ
る
い
は
自

ら
の
人
生
を
投
映
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
植
物
の
姿
に

魅
了
さ
れ
た
作
家
た
ち
に
よ

る
、
様
々
な
「
ガ
ラ
ス
の
植

物
」
を
紹
介
。

②
特
別
展
「
ガ
ラ
ス
の
う
つ
わ

　
　
　
　
　
　
　

手
か
ら
生
ま
れ
る
暮
ら
し
の
か
た
ち
」

　

 

会
期 

７
月
28
日(

土) 

～ 

11
月
４
日(

日)

　
「
使
わ
れ
る
こ
と
」
を
前

提
に
制
作
さ
れ
た
、
様
々
な

ガ
ラ
ス
の
う
つ
わ
。「
見
て
」

「
使
っ
て
」
２
度
楽
し
い
そ
れ

ら
の
作
品
を
展
示
し
、
ガ
ラ

ス
の
う
つ
わ
の
現
在(

い
ま)

を
探
り
ま
す
。

③
テ
ー
マ
展
「
透
か
し
見
る
‐
ガ
ラ
ス
の
風
景
」

　

 

会
期 

11
月
10
日(

土)

～
平
成
31
年
３
月
31
日(

日)

　

一
見
同
じ
眺
め
で
も
、
作

家
に
よ
り
独
自
の
イ
メ
ー
ジ

が
加
わ
る
「
風
景
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
ガ
ラ
ス
作
品
を
通
し
て
、

作
家
の
「
心
の
風
景
」
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

※
展
覧
会
の
詳
細
は
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
ま
で
お
問
い

　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
０
７
６
７
‐
84
‐
１
１
７
５

～石川県七尾美術館友の会 アンケート結果報告～
平成29年度友の会会員対象アンケートの結果についてご報告いたします。
488名にお送りし、49名からのご回答をいただきました。次年度よりの事業計画の参考にさせていただきます。

1.参加してみたい「鑑賞の旅」は？

2.参加してみたい「美術講座」は？ 3.「美術館だより」について 4.「割引提携館」の数、および提携先について

5.「グッズの割引」について 6.「平成29年度入会記念グッズ」について 7.「友の会年度会費（1,000円）」について

平日63%
休日
21%

無回答
16%

・催行日

日帰り
59%1泊2日

18%

無回答
23%

・行程

特別展
51%

中規模企画展8%

史跡
14%

無回答
27%

・訪問先

15,000円以内
63%

20,000円以内
21%

30,000円以内
8%

無回答8%
・参加費

体験講座
16%

鑑賞講座53%

無回答
31%

・内容

満足
51%

やや満足
18%

普通25%

やや不満4% 無回答2%
・満足度

満足
35%

やや満足
14%

普通47%

やや不満2% 無回答2%
・満足度

満足
23%

やや満足
14%普通45%

やや不満
2%

不満2%
無回答
14%

・満足度

満足27%

やや満足
20%

普通
31%

やや不満
12%

無回答10%

・満足度
高い4%

適格84%

安い10%

無回答2%
・価格

ご協力いただきましてありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

・この価格ですと気軽に入会しやすいです。・しおり愛用しています。

・いつも楽しみにしています。・油絵名画展を鑑賞してみたいです。 ・割引されると嬉しいです。

・等伯展図録も割引になると嬉し
いです。

：会員様のご意見

「植物の記憶」2017年
佐々木類
作家蔵

「モザイク文鉢」制作年不詳
舩木倭帆　松尾地所株式会社蔵

撮影：佐藤拓央
画像提供：高草木博純

「時の船」1998年
パヴェル･フラヴァ

石川県能登島ガラス美術館蔵



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第93号（春号）
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◎次号・第94号（夏号）は７月１日発行予定です。

●飛行機…のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分　●車…「のと里山海道」徳田大津J.C.Tか

ら約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分　●タクシー…JR七尾駅から約５分

●徒歩…JR七尾駅から約20分　●市内循環バス「まりん号」…JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七

尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）　●ななおコミュニティバス「ぐるっと７」

…JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄I.C）

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海道
　（上棚矢駄I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
自
動
車
道

　 

（
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尾
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山
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）

能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。
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■
■■■■■
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■
■
■
■■■■■

　平成30年6月30日（土）～7月29日（日）

　平成30年８月４日（土）～９月17日（月・祝）　会期中無休

平成24年度 春の展覧会予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

◆第１・２展示室「池田コレクションの美と出会う」
　七尾市出身の実業家・池田文夫氏（1907 ～ 87）が蒐集した、当館所蔵品の中
核「池田コレクション」。桃山時代の茶陶を中心とした工芸や近現代絵画、彫
刻などから構成される珠玉のコレクションです。
　その「池田コレクション」に、この度２点の新たな仲間が加わりました。「孔
雀・雲龍図衝立」（円山応震・横山華山筆）および、「波に千鳥・老松図衝立」（吉
田一雋作）のいずれも衝立作品です。
　これで「池田コレクション」はあわせて289点。本展では両作品を初公開す
るとともに、同コレクションより様々なジャンルの多彩な作品たち約60点を
幅広く紹介予定です。

◆第１・２・３展示室
　世界が絶賛した浮世絵師
　「北斎展　～師とその弟子たち～」
　江戸時代後期に活躍し、世界も絶賛した浮世絵
の巨匠・葛飾北斎。『冨嶽三十六景』の赤冨士や浪
冨士、『北斎漫画』などは、今なお絶大な人気を誇
り、約90年に及ぶ波瀾万丈の生涯において、美人画・
風景画・役者絵・妖怪絵・絵手本など、様々な名
作を生み出しました。本展では貴重な肉筆画を含
む、奇抜な発想・大胆な構図・独創的な色使いに
よる北斎の世界をご堪能ください。また、今回は北斎に影響を受けた弟子たちと、フラ
ンス人画家アンリ・リヴィエールの「エッフェル塔三十六景」も紹介します。

★ぬり絵や記念撮影もお楽しみください。

右「冨嶽三十六景　凱風快晴」
葛飾北斎

下「冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏」
葛飾北斎

「百物語　さらやしき」葛飾北斎
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